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草
の
根「
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
」か
ら
中
東
を

読
み
解
く�

国
際
関
係・横
田 

貴
之
准
教
授

地
域
に
根
ざ
し
た
産
業
や
中
小
企
業
の

発
展
に
注
目�

商・山
本 

篤
民
専
任
講
師

　

西
欧
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ

カ
の
交
差
点
に
位
置
す
る
中

東
地
域
。
こ
の
イ
ス
ラ
ム
世

界
で
は
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
「
ジ

ャ
ス
ミ
ン
革
命
」（
２
０
１

１
年
）
を
機
に
大
規
模
な
反

政
府
・
民
主
化
を
求
め
る
民

衆
蜂
起
が
広
が
っ
た
。
エ
ジ

プ
ト
の
ム
バ
ラ
ク
政
権
、
リ

ビ
ア
の
カ
ダ
フ
ィ
ー
政
権
な

ど
独
裁
、
権
威
主
義
体
制
が

倒
さ
れ
る
な
ど
い
ま
だ
に

「
ア
ラ
ブ
の
春
」
の
嵐
が
吹

き
荒
れ
て
い
る
。

　
「
私
が
10
年
来
調
査
、
研

究
を
し
て
い
る
『
ム
ス
リ
ム

同
胞
団
』
が
、
今
後
の
中
東

地
域
政
治
の
鍵
を
に
ぎ
っ
て

い
ま
す
」。
大
国
エ
ジ
プ
ト

国
民
が
選
ん
だ
モ
ル
シ
新
大

統
領
は
同
胞
団
出
身
で
あ

る
。
ア
ラ
ブ
の
春
の
後
に
行

わ
れ
た
エ
ジ
プ
ト
、
チ
ュ
ニ

ジ
ア
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
な
ど
の

権
を
と
れ
ず
、
反
政
府
運
動

の
原
動
力
だ
っ
た
若
者
や
海

外
か
ら
の
帰
還
知
識
人
に
よ

る
改
革
機
運
は
し
ぼ
ん
だ
。

　
「
研
究
者
の
目
か
ら
み
る

と
、
至
極
当
然
な
結
果
で
し

た
。
同
胞
団
は
こ
れ
ま
で
政

治
の
世
界
で
は
非
合
法
化
や

弾
圧
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

活
動
は
宗
教
と
い
う
よ
り
教

ン
の
教
え
に
そ
っ
て
、
政

治
・
経
済
・
社
会
な
ど
全
て
、

正
し
い
理
想
的
社
会
を
作
る

こ
と
を
理
念
（
イ
ス
ラ
ム
主

義
）
と
し
て
い
る
。

　

研
究
テ
ー
マ
の
エ
ジ
プ

ト
、
パ
レ
ス
チ
ナ
な
ど
中
東

の
現
代
政
治
を
語
る
に
は
、

民
衆
レ
ベ
ル
の
社
会
の
基
層

い
ま
す
」。
同
胞
団
創
始
者

の
ハ
サ
ン
・
バ
ン
ナ
（
エ
ジ

プ
ト
の
教
育
者
、
暗
殺
死
し

た
）
の
論
考
を
ま
と
め
た
書

籍
の
日
本
語
訳
に
も
拍
車
が

か
か
る
。
英
訳
も
な
い
だ
け

に
同
胞
団
に
世
界
的
な
光
を

当
て
る
こ
と
に
も
な
る
。

Ａ
Ｅ
（
ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦
）な
ど
中
東
諸
国
に
あ
る
。

　

中
東
戦
争
や
ア
ラ
ブ
の
産

油
国
に
よ
る
輸
出
原
油
値
上

げ（
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
）で
、

１
９
７
３
年
に
は
日
本
を
は

じ
め
世
界
が
経
済
的
に
大
き

な
痛
手
を
受
け
た
。
そ
の
後

も
イ
ラ
ン
革
命
（
１
９
７
９

年
）、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦

争
（
１
９
８
０
年
）
の
度
に

悪
夢
は
繰
り
返
さ
れ
た
。
い

ま
も
イ
ラ
ン
の
核
開
発
を
巡

っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
、
米
国
と

軍
事
衝
突
す
れ
ば
、
ペ
ル
シ

ャ
湾
の
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
が
封

鎖
さ
れ
原
油
価
格
が
倍
に
は

ね
上
が
る
と
も
言
わ
れ
る
。

中
東
地
域
の
影
響
力
の
大
き

さ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
は

な
い
。
原
油
売
却
で
得
た
オ

イ
ル
マ
ネ
ー
は
世
界
の
投
資

市
場
を
駆
け
巡
る
。
例
え
ば

Ｕ
Ａ
Ｅ
の
首
長
国
の
ひ
と

つ
、
ア
ブ
ダ
ビ
は
人
口
約
90

万
人
だ
が
、
政
府
系
の
ア
ブ

ダ
ビ
投
資
庁
の
資
産
運
用
残

高
は
１
兆
㌦（
約
89
兆
円
）。

ま
た
、
イ
ス
ラ
ム
金
融
・
保

険
も
安
定
し
た
資
金
力
で
世

界
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。「
日

本
に
も
投
資
、
貿
易
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
ま
す
ま
す
重
要

で
身
近
に
な
っ
て
い
ま
す
」。

授
業
に
小
道
具
も
駆
使

　

中
東
諸
国
は
20
世
紀
半
ば

ま
で
に
英
仏
な
ど
に
よ
る
植

民
地
体
制
か
ら
相
次
い
で
独

立
し
て
王
政
を
含
む
独
裁
、

権
威
主
義
体
制
に
移
行
。
そ

し
て
今
、
ア
ラ
ブ
の
春
が
も

た
ら
し
た
イ
ス
ラ
ム
主
義
興

隆
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

　

授
業
は
２
～
４
年
生
が
対

象
で
、
教
養
学
科
の
「
イ
ス

ラ
ム
文
化
」
は
１
２
０
人
が

受
講
す
る
人
気
だ
。「
イ
ス

ラ
ム
を
知
ら
な
い
の
で
受
講

し
て
み
た
い
と
い
う
学
生
が

多
い
。
そ
の
知
識
欲
を
自
分

の
力
で
満
た
す
智
恵
を
磨
い

て
ほ
し
い
」。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
コ
ー
ラ
ン
を
検
索

し
、聞
か
せ
る
、読
ま
せ
る
。

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
礼
拝
の
様

子
を
見
せ
る
。
ベ
ー
ル
、
タ

ー
バ
ン
な
ど
小
道
具
も
駆
使

し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
授
業
だ
。

そ
の
“
横
田
学
校
”
が
こ
の

春
初
め
て
卒
業
生
を
送
り
出

す
。「
イ
ス
ラ
ム
を
知
ら
ず

し
て
世
界
は
語
れ
な
い
」
と

い
う
矜
持
を
胸
に
。

　

趣
味
は
、
ス
キ
ー
と
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
。
将
来
は
エ
ジ
プ

ト
の
地
中
海
や
紅
海
沿
岸
に

住
み
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

を
楽
し
む
の
が
夢
だ
。

　

横
田  

貴
之
（
よ
こ
た・

た
か
ゆ
き
）
平
成
７
年
早

稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部

政
治
学
科
卒
。
北
海
道
電

力
を
経
て
平
成

17
年
京
都
大
学

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域

研
究
研
究
科
博
士
課
程
修

了
。
国
際
問
題
研
究
所
か

ら
平
成
22
年
日
本
大
学
国

際
関
係
学
部
准
教
授
。
専

門
は
現
代
中
東
政
治
、
イ

ス
ラ
ム
主
義
運
動
。「
原

理
主
義
の
源
流
」（
山
川

出
版
社
）
な
ど

著
作
多
数
。
日

本
中
東
学
会
評
議
員
、
同

会
年
報
編
集
委
員
。
日
本

国
際
政
治
学
会
会
員
。
京

都
府
出
身
。
41
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

　

山
本
　
篤
民
（
や
ま
も

と
・
あ
つ
た
み
）
平
成
８

年
日
本
大
学
商
学
部
卒
、

10
年
駒
澤
大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
修

士
課
程
修
了
、

14
年
同
博
士
課
程
満
期
退

学
。
16
年
日
本
大
学
商
学

部
非
常
勤
講
師
を
経
て
、

現
在
に
至
る
。
日
本
中
小

企
業
学
会
、
日
本
地
域
経

済
学
会
、
日
本
経
営
学
会

に
所
属
。主
な
著
書
に「
中

小
企
業
研
究
入
門
」（
文

化
書
房
博
文

社
）「
中
小
企

業
の
国
際
化
戦
略
」（
同

友
館
）
な
ど
。
趣
味
の
一

つ
が
「
Ｂ
級
グ
ル
メ
」。

東
京
都
出
身
。
39
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

ア
ラ
ブ
の
春
で
イ
ス
ラ
ム
政
党
台
頭

世
界
経
済
揺
る
が
す
影
響
力

　

日
本
の
企
業
の
99
％
以
上

は
中
小
企
業
で
あ
り
、
民
営

の
事
業
所
で
働
く
人
の
約
70

％
は
中
小
企
業
に
従
事
し
て

い
る
。
ま
ぎ
れ
も
な
く
中
小

企
業
は
、
日
本
の
経
済
や
産

業
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を

占
め
て
い
る
。

　

山
本
講
師
の
専
門
分
野

は
、
地
域
経
済
と
中
小
企

業
。
特
に
地
域
な
ら
で
は
の

資
源
を
生
か
し
、
こ
れ
ま
で

地
元
の
人
々
の
暮
ら
し
支
え

て
き
た
地
場
産
業
の
中
小
企

業
に
注
目
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
、
愛
媛
県
今
治
市
や
大

阪
府
泉
佐
野
市
の
タ
オ
ル
産

地
、
富
山
県
高
岡
市
の
銅
器

産
地
、
福
井
県
鯖
江
市
の
メ

ガ
ネ
枠
産
地
、
石
川
県
の
山

中
漆
器
産
地
や
輪
島
漆
器
産

地
な
ど
を
調
査
対
象
と
し
て

き
た
。

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は

中
小
企
業
に
と
っ
て
も
無
縁

で
は
な
い
。
例
え
ば
、
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
に
は
輸

出
関
連
の
産
業
で
操
業
休
止

や
派
遣
切
り
が
相
次
ぎ
、
社

会
問
題
に
も
な
っ
た
。
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
進
展
は
避
け
ら

れ
な
い
潮
流
だ
が
、「
そ
の

流
れ
に
翻
弄
（
ほ
ん
ろ
う
）

さ
れ
な
い
経
済
基
盤
を
国
内

各
地
に
構
築
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
、
そ
の
担
い
手
が

ま
さ
に
中
小
企
業
」
と
強
調

し
た
う
え
で
、「
地
域
な
ら

で
は
の
資
源
や
長
期
に
わ
た

っ
て
培
わ
れ
て
き
た
技
術
や

技
能
を
生
か
し
た
中
小
企
業

は
、
他
国
の
企
業
が
模
倣
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

強
さ
を
発
揮
す
る
」
と
指
摘

す
る
。
し
か
し
、
せ
っ
か
く

の
資
源
や
技
術
・
技
能
を
生

か
し
き
れ
て
い
な
い
の
も
事

実
だ
。「
今
後
は
、
良
い
も

の
を
作
る
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
ど
の
よ
う
に
製
品
の
良

さ
を
伝
え
て
い
く
の
か
、
販

売
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ

と
に
も
一
層
の
力
を
注
ぐ
必

要
が
あ
り
ま
す
」
と
話
す
。

　

か
つ
て
、
国
内
の
地
場
産

業
製
品
の
多
く
は
、
国
際
的

な
価
格
競
争
に
敗
れ
て
海
外

企
業
に
市
場
を
奪
わ
れ
た
。

だ
が
、
価
格
競
争
に
巻
き
込

ま
れ
る
こ
と
な
く
評
価
さ
れ

て
い
る
地
場
産
業
の
製
品
も

あ
る
。

　

例
え
ば
、
山
中
漆
器
産
地

の
企
業
グ
ル
ー
プ
「
Ｎ
Ｕ
Ｓ

Ｓ
Ｈ
Ａ
」。
イ
タ
リ
ア
在
住

の
日
本
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
連

携
し
て
、
海
外
向
け
の
漆
器

を
製
作
し
た
も
の
で
、「
カ

ラ
フ
ル
な
色
使
い
と
、
斬
新

な
デ
ザ
イ
ン
が
欧
米
で
も
受

け
入
れ
ら
れ
、
海
外
の
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で

販
売
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を

価
格
は
や
や
高
め
で
す
が
、

肌
触
り
と
吸
水
力
が
抜
群

で
、
百
貨
店
な
ど
で
売
れ
行

き
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
」

「
古
代
ひ
し
お
」
に
着
目

　

最
近
着
目
し
て
い
る
地
場

産
業
の
事
例
に
、
奈
良
県
の

「
古
代
ひ
し
お
」
が
あ
る
。

醤
（
ひ
し
お
）
は
、
肉
や
野

菜
、
穀
物
な
ど
を
塩
漬
け
に

し
て
発
酵
さ
せ
た
食
品
で
、

一
説
に
は
味
噌
や
醤
油
の
も

と
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ

の
歴
史
は
３
０
０
０
年
以
上

前
の
中
国
・
周
の
時
代
ま
で

遡
り
、
日
本
で
も
奈
良
時
代

に
味
わ
っ
て
い
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
記
録
や
文
献
を
も

と
に
再
現
し
た
の
が
「
古
代

ひ
し
お
」
だ
。「
醤
油
の
よ

う
な
、
味
噌
の
よ
う
な
香
り

が
口
中
に
広
が
り
、
な
ん
と

「
食
べ
る
ラ
ー
油
」、「
塩
こ

う
じ
」
に
次
い
で
、
ブ
ー
ム

の
予
感
が
高
ま
っ
て
い
る
。

「
い
ず
れ
に
せ
よ
、
地
域
に

眠
っ
て
い
た
食
の
文
化
を
復

活
さ
せ
た
、
ロ
マ
ン
を
感
じ

さ
せ
る
商
品
で
す
」

自
分
が
成
長
す
る
場

　
「
就
活
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
意
見
を
伺
う
と
、「
中
小

企
業
家
同
友
会
」
を
例
に
と

り
、「
経
営
者
が
社
員
と
と

も
に
成
長
す
る
こ
と
を
目
指

し
、
顧
客
は
も
ち
ろ
ん
社
会

に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
重

視
し
て
い
て
、
一
人
ひ
と
り

が
、
自
分
の
役
割
を
自
覚
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
視
点

か
ら
中
小
企
業
を
選
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
東
日
本
大
震
災
の
際
も
、

い
ち
早
く
復
興
の
担
い
手
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

地
域
に
根
づ
い
た
中
小
企
業

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
強
み
で

あ
り
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
」

　

ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は
「
中
小

企
業
経
営
論
」。
従
っ
て
、

ゼ
ミ
生
は
家
業
を
受
け
継
ぐ

後
継
者
の
割
合
が
高
い
。
内

容
は
足
で
学
ぶ
調
査
研
究
が

主
体
で
、
春
夏
に
は
合
宿
を

行
い
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
な

ど
骨
の
あ
る
作
業
に
取
り
組

む
。
と
こ
ろ
で
、
商
学
部
の

地
元
に
は
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

商
店
街
」
が
あ
る
。
現
在
も

肉
・
魚
・
野
菜
の
「
生
鮮
３

品
」
の
店
が
揃
っ
て
い
る
活

気
の
あ
る
商
店
街
で
、「
研

究
の
場
が
す
ぐ
近
く
に
あ
り

と
て
も
助
か
り
ま
す
」
と
言

う
。
学
生
に
は
「
現
実
に
接

し
て
、
学
び
と
る
こ
と
が
大

切
。
そ
こ
か
ら
刺
激
を
受
け

て
自
分
の
関
心
の
あ
る
学
問

を
続
け
て
ほ
し
い
」と
話
す
。

し
た
」。
ま
た
、
今
治
で
は

真
っ
白
な
タ
オ
ル
を
製
造
。

「
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
タ
オ
ル
の

き
っ
か
け
に
、
日
本
国
内
で

も
評
判
を
呼
び
、
国
内
で
も

販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

「
ド
ラ
え
も
ん
」の
作
者
は
富
山
県
の
出
身
。高
岡
市
の
地
場

産
業
で
あ
る
銅
器
の
ド
ラ
え
も
ん
像
と
一
緒
に
記
念
撮
影

ゼミの講義を熱心に聞き入る学生たち

ゼミ合宿で箱根・寄せ木細工を
調査

眠っている資源を発掘
新分野への展開図る地場産業の動向

価格競争に巻き込まれない商品開発

モーゼが十戒を授かったシナイ山で

な
く
懐
か
し

い
味
で
も
あ

り
ま
す
」

と
、
絶
賛
。

「
古
代
ひ
し

お
」
は
、
平

城
京
遷
都
１

３
０
０
年
祭

に
あ
わ
せ
て

復
活
し
た
。

と
い
え
る
同
胞
団
の
研
究
、

分
析
が
欠
か
せ
な
い
。「
こ

れ
ま
で
は
、
調
査
・
研
究
に

エ
ジ
プ
ト
な
ど
に
出
掛
け
る

と
、
秘
密
警
察
の
尾
行
や
盗

聴
な
ど
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

ら
れ
た
。
研
究
は
こ
れ
か
ら

飛
躍
的
に
進
む
と
期
待
し
て

す
」。
中
東
産
原

油
、
天
然
ガ
ス
は

日
本
の
電
気
、
ガ

ス
な
ど
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
90
％
を
握
っ

て
い
る
。
世
界
の

原
油
埋
蔵
量
の
65

％
が
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
を
は
じ
め
イ

ラ
ン
、
イ
ラ
ク
、

ク
ウ
ェ
ー
ト
、
Ｕ

育
、
医
療
、
慈
善
活
動
を
通

じ
て
民
衆
に
身
近
な
組
織
。

道
徳
心
な
ど
民
衆
の
日
常
に

根
深
く
浸
透
し
て
い
ま
す
」。

　

同
胞
団
は
、
争
い
を
繰
り

返
す
イ
ス
ラ
ム
の
宗
派
や
テ

ロ
集
団
と
は
別
も
の
。
唯
一

神
ア
ッ
ラ
ー
、
聖
典
コ
ー
ラ

中
東
は
身
近
な
存
在

　

ア
ラ
ブ
の
春
が
今
後
、
中

東
諸
国
に
ど
の
よ
う
な
政
治

変
革
を
も
た
ら
す
の
か
は
、

世
界
の
経
済
に
も
大
き
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
持
つ
。「
日
本

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
命
綱
で
す

し
、
思
い
の
ほ
か
身
近
で

選
挙
で
イ
ス
ラ

ム
主
義
政
党
が

次
々
と
第
１
党

な
っ
た
。
そ
の

中
核
に
な
っ
て

い
る
の
が
ム
ス

リ
ム
同
胞
団

だ
。
西
欧
世
界

が
欧
米
型
民
主

主
義
へ
の
道
と

期
待
し
た
「
世

俗
派
」
は
主
導


